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映像解析技術
顔特徴量
解析技術

マルチモーダル
解析技術

歩容解析技術
顔特徴量
解析技術

歩行者検知技術

情報取得方法
顔特徴量を用いて
マッチング

服装等を含めた複数
の歩行者の外見的特
徴を用いてマッチング

歩容(歩きぶり)を用い
てマッチング

属性を取得のうえカ
ウンティング

歩行者の形状を検知
してカウンティング

1)特定の領域に留まっ
ている人数の把握 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

2)目的地に至る複数経

路を移動する人数・所
用時間の把握

◯ ◯ ◯ × ×

3)属性の把握
◯ × × ◯ ×

映像解析技術の違いによる人流統計情報の取得精度の比較
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本実験では、各映像解析技術を用いて人流統計情報を取得し、精度や性能を検証す
る予定

UPDATE



検索プログラム

Motion JPG

5～ 10FPS

解析プログラム

担当するカメラIDはあらかじめ決まって
いる
画像はメモリ上で処理

特徴量データ、カメラID、時刻、属性、
を出力、担当の検索プログラムへ転送
(担当は、特徴量の一部データ+付与さ
れたインデックスをもとに決定)

人数カウントデータを出力、人数カウン
ト DB へ出力

出力後、画像データは削除

移動経路
DB

特徴量DB

新規の集計用ID付

与または既存の集
計用IDとマッチング

人数カウント
DB

集計
プログラム

特徴量照合

スイーパー

画像

人流統計
情報

存在しなければ
別インデックス付
与、別検索プログ

ラムへ

カメラID=出口相
当ならば削除

集計用ID、時刻、カメラID(場所)、属性

インデックス、
特徴量、

カメラID(場所)

時刻、
属性

人数カウント
データ

一定時間以上経
過ならば削除

存在した場合、
または新規集計用ID付与

の場合、移動経路DBへ書き込み

インデックス、
特徴量、

カメラID(場所)

時刻、
属性

全体モジュール構成（映像解析＋マッチング）
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UPDATE

カウンティングのみの場合は実行されない



RGB情報

0～255

白黒情報

顔検出処理

画像から
貌を検出

歩行者検出処理

画像から姿
を検出

フレーム間統
合処理
カメラ内で
同一情報
を統合

サングラス着用
推定処理
推定値を出力

マスク着用
推定処理
推定値を出力

性別年齢
推定処理
推定値を出力

特徴量抽出処理
特徴量を出力

座標情報
（一連のフレーム内で
顔が検出できた場合)

Work-ID採番

Work-IDごと
の

通行時データ生成

Work-ID採番

Work-IDごと
の

通行時データ生成

顔が撮影できていない時
の人数カウント用データ

色検出の対象
位置情報

色検出処理
検出値を出力

一連のフレーム内で

全く顔が検出できず姿のみ検出
できた場合人数カウントデータと
して出力

画像

インデックス、
特徴量、

カメラID(場所)

時刻、
属性

人数カウント
データ

解析プログラムのモジュール構成(顔解析技術の場合)
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解析プログラムのモジュール構成(マルチモーダル解析・歩容解析技術の場合)

知的財産に関わる内容のため非公開
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画像内で人の

輪郭を検出したと
き、Work-IDを採番、
画角内の座標と
対応付け

短時間で近い座標
に検出された

Work-ID は画角内
にあると認識

画角から出たとき
に、Work-IDを削

除、

一人分のカウント
情報として出力

歩行者検出処理

0～255

白黒情報
画像 人数カウント

データ

解析プログラムのモジュール構成(歩行者検知技術の場合)
NEW



元画像 抽出点(100点) 抽出点画像化＋拡大※

※元画像の数%の領域に相当する画像サイズとなる。
実際には抽出点を平均顔画像との差分に変換するため、このような画像は作成・使用されることはない
が、特徴量情報の元となる情報の、目視による可逆性確認のために作成

元画像と抽出点の例
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ゲートウェイ装置上への
撮像情報（フレーム）の
到着時刻

ゲートウェイ装置上での
撮像情報（フレーム）の
の生存期間

Work-IDの生存期間

人物A

人物B

人物Aに対応するWork-ID

人物Bに対応するWork-ID

時間

人物Aに対応する
特徴量情報

人物Bに対応する
特徴量情報

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
装
置

カ
メ
ラ

ゲートウェイ装置上での撮像情報の生存期間は、到着から画像処理が完了するまでの期間。
Work-IDの生存期間は、画角内に人物が映っている期間と同等の期間。

撮像情報と Work-IDの生存期間について

計算処理用コンピュータへ送信

画像処理時間に相当
（〜10秒）

画角内に人物が映っている期間
に相当（数秒〜数十秒程度）

NEW
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ステップ１実験の計画

（１）実験期間：
９月下旬以降、数回にわたって実施 AM0:00～4:00頃 （一般の利用者は立ち入り禁止となる時間帯に実施）

（２）主な検証項目：
・精度検証
・性能検証
・有効性検証

（３）被験者数：
数十名程度

（４）実験場所：
設備設置位置周辺（立ち入り禁止区域かつ一般利用者が映り込む可能性が無い場所）

（５）実施手順：
① システムの全体調整（画角調整等）を行う
② 被験者全員が指示に従って映像センサーの撮影範囲を歩行する
③ ②を異なる服装で実施
④ ②、③を、ゲートウェイ装置に録画システムを一時的にインストールして、映像として保存、
異なる解像度、フレームレート設定で録画（2パターンを想定）

（６）検証作業：
映像取得後、保存された映像データをもとに次の①～③の検証作業を実施。
① 映像データを研究室に持ち帰り、研究室内のPC上にインストールされた解析プログラムを用いて解析精度を検証（精度検証）
② 大阪ステーションシティ内設置のシステムに映像データを入力して処理性能を検証（性能検証）
③ 精度検証、性能検証の結果を用いて、災害対策に対する有効性を検証（有効性検証）

（７）その他：
大阪大学との共同研究として実施を検討中。共同研究先機関はNICTと協力して（６）を行う。
なお、実験作業については作業の一部を外部委託により行うことを検討中。

項目 ＮＩＣＴ 委託請負者 共同研究機関 施設管理者

撮像情報の取得 ○ ○

特徴量データの生成と処理 ○ ○ ○

人流統計情報の作成 ○ ○

災害対策に対する有効性検証 ○

実験実施の分担（案）

UPDATE
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ステップ２実験の計画

（１）実験期間：
２０１４年１１月以降に、季節ごと、映像解析技術ごとに、それぞれ１週間ずつ実施。
解析技術３種類での実施が認められたとすると、実施日数は年間、

3（解析技術）×4（季節）×7（日／週間） = 84（日間）

（２）主な検証項目：
・精度検証
・性能検証
・有効性評価

（４）実験場所：
適切と認められた実施場所

（５）実施手順：
① データ取得を実施
② いくつかのポイントで、人手による計測を実施

（６）検証作業：
① 出力された人流統計情報と（５）②の情報とを突き合わせ、精度を検証（精度検証）
② データ取得における性能を検証（性能検証）
③ 出力された人流統計情報を、施設管理者に提供して有効性を評価いただく（有効性検証）

（７）その他：
実験システム運用上の作業支援(故障・不具合への対応、システムの起動・終了など)を外部業者に委託す
ることを検討中。


